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［背景］ 

 当療養病棟の退院指導は、退院指導を導き出すツ

ールがなく、看護師個人の能力や経験に差があり、

統一した指導ができていないという不安があった。 

［目的］ 

 病棟看護師の退院指導に対する不安を明確にし、

自宅療養を希望した患者の個別性を重視した、その

人らしく退院後の生活を過ごせる退院チェックシー

ト（以下、シートと略す）を作成することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［方法］ 

研究の対象を療養病棟看護師12名、研究期間は令

和3年5月から令和4年2月、データ収集方法は1.

退院指導について問題抽出のための事前アンケート

調査、2.シートの作成、3.シートの患者への使用と

結果、4.シート使用後のアンケート調査を行った。 

 

［結果］ 

（１．事前アンケート調査） 

事前アンケート調査で退院指導に不安があると回

答した看護師は75％であった。不安の原因として、

指導内容がわからない、医療処置に関わる家人

への指導、内容についての不安、またそれをど

のようにスタッフに周知してよいかわからない

、指導の統一性がない、今後、医療処置を継続

しながら退院する患者が増える可能性があるこ

とへの不安など聞かれた。 

 

（２．退院指導チェックシートの作成） 

 これらの意見を踏まえて、シート作成をした。 

シートは、Ⅰ基本情報、ⅡADL・医療処置チェックシ

ート、Ⅲ内服に関するチェックシート、の3部構成3

枚であるが、今回はⅠ基本情報について紹介する。

シートの左側には患者の介護情報、退院指導が必要



な理由、退院にむけての目標を掲げることができる

ように工夫した。 

表には「ADL項目」と「医療処置項目」の具体的な指

導内容が書きこめるよう自由記述部分を設けた。 

 

 

（３．チェックシートの集計・使用結果） 

実際、退院予定患者 1 名にシートを活用して退院

指導を行ったところ、シートを使用した看護師から

「チェックで確認しながら指導項目があげやすかっ

た」との意見があった。更によりよいシートにする

ため、看護師12名に対し、入院患者が退院すると仮

定しシートに記入してもらった。結果、多くの看護

師が項目の中の「退院後も継続的な ADL 介護や医療

処置が必要」にチェックしていた。これは患者個別

の療養生活を見据え、継続して処置が行われること

が重要であると判断した結果である。また、自由記

述欄には、それぞれの捉え方で指導内容や方法が具

体的に書かれていた。 

この自由記載欄は看護師の多角的な意見を集め、

有効に活用されていた。さらに看護師同士が情報共

有することでチーム力向上につながり、患者のその

人らしい個別性を重視した内容が導き出せるものと

なっていた。  

（４．シート使用後のアンケート調査） 

「このチェックシートを用いれば指導に必要な医

療処置やケアを導き出すことができますか」の質問

に、非常にそう思う・どちらかというとそう思うと

回答した看護師は75％であった。 

その内訳は、項目に沿ってチェックし必要な指導

がもれなく計画しやすい、自分では気づかなかった

処置がわかる、反面サマリーとダブる部分もあり手

間がかかる、という意見もあった。 

 

［考察］ 

退院チェックシートはその患者の個別性を重視し

た指導内容や方法が具体的に記述されており、患者

個別に対応できると考えられた。 

 今後は、患者とその家族に調査を行い、退院後の

療養生活への思いや願いをくみ取り、その人らしい

生活を支える退院支援が必要である。 

［結論］ 

当院療養病棟の看護師は退院指導についての不安

があったことが明確となった。 

退院チェックシートは、その人らしく退院後の生

活を過ごせるための個別性に対応し得る有効なツー

ルであると示唆された。 


